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新年のあいさつ

高
森
町
長

 

藤 

本
　
正 

一

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
は
、
合
併
を
せ
ず
単
独
で
行
政
を
運
営
す

る
た
め
、
平
成
16
年
度
に
定
め
た
集
中
改
革
プ
ラ

ン
に
基
づ
き
行
政
改
革
を
推
進
し
、
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
ほ
ぼ
１
０
０
％
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

予
算
に
お
き
ま
し
て
も
50
億
円
台
か
ら
38
億
円

台
に
圧
縮
を
し
、
債
務
を
縮
小
し
基
金
の
造
成
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
少
な
い
予
算
の

中
、
皆
様
の
生
活
に
密
着
し
ま
し
た
道
路
の
開
設
・

改
良
や
上
水
道
の
整
備
並
び
に
携
帯
電
話
用
の
移

動
通
信
用
鉄
塔
の
整
備
な
ど
イ
ン
フ
ラ
や
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

最
近
の
経
済
情
勢
は
足
踏
み
状
態
と
な
り
、
国

に
お
い
て
は
追
加
の
経
済
対
策
補
正
が
な
さ
れ
、

本
町
に
も
７
千
万
円
程
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
早
急

に
補
正
予
算
を
編
成
し
事
業
に
取
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
第
24
回
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
熊
本

大
会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
が
本
町
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
で

あ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
安
全
安
心
な
　
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

謹
賀

 

新
年
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謹
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年
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三 

森
　
義 

高

　

町
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
町
政
に
対
す
る

あ
た
た
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
も
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
町
発
展
の
た
め
に
活
動
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
こ
こ
に
新
年
を
迎
え
、
本
町
の
一
段

の
躍
進
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
９
月
、
自
民
党
か
ら
民
主
党
へ
の
政

権
交
代
か
ら
１
年
３
ヶ
月
を
経
過
し
ま
し
た
が
、

現
在
の
社
会
経
済
情
勢
は
、
少
子
・
高
齢
化
の
進

行
、
国
際
情
勢
の
緊
迫
化
、
さ
ら
に
は
経
済
産
業

の
不
況
な
ど
が
益
々
厳
し
い
状
況
と
な
り
、
本
町

に
お
い
て
は
基
幹
財
源
で
あ
り
ま
す
町
税
収
入

の
落
ち
込
み
も
著
し
く
、
先
行
き
不
透
明
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

地
域
主
権
改
革
が
進
む
中
で
、
議
会
の
役
割
は

極
め
て
重
く
、
首
長
と
議
会
、
住
民
の
連
携
は
一

層
重
要
で
あ
り
ま
す
。
よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
議
会
自
ら
が
信
頼
度
を

獲
得
す
る
試
み
を
重
ね
、
町
民
の
皆
様
方
の
ご
期

待
に
応
え
る
よ
う
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま

す
。

　

ど
う
か
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
首
長
と
議
会
、
住
民
の
連
携
は
一
層
重
要
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高森町集中改革プランの実績
　高森町の行政改革は、平成８年に策定した行政改革大綱を契機に、簡素で効率的な行政運営と行政サービスの向上を目指
し、行財政の基盤整備に取り組んで参りました。
　この間、景気の動向をはじめとする社会経済情勢の急激な変化や、地方分権への動きが急速に進み、国と地方公共団体の
あり方についても、根本的な見直しがなされるなど、時代の大きなうねりを背景に、行政のあり方を常に注視し、時代の変
化に即した行政運営の推進に努めてきたところであります。
　特に、平成 14 年度に、高森町補助金等検討委員会設置規則を制定し、15 年度には、民間有識者や各種団体代表者による
検討委員会を設置して、補助金や助成金、負担金について一律 20％カット等全般的な見直しを実施しました ｡
　また、職員数の削減や給与制度の見直しを実施するなど、積極的な行政改革に取り組んできた所であります。
　さらに、平成 17 年度には『高森町行財政改革集中改革プラン』を策定し、17 年度から 21 年度までの５ケ年間において、
下記の事項を具体的な取組としました。（下段は取組結果）

改革による効果
（平成21年度から過去10年間での比較）
①　歳　出
　過去 10 年間で最も歳出が大きい平成
13 年度は 53 億６千７百万円で、21 年
度は 44億４千６百万円でした。しかし、
21 年度は国の景気対策の交付金が約
５億４千万円含まれているため、実質約
39 億１千万円であり、約 14 億５千万
円の削減となりました。
②　地方債残高（借金）
　地方債の一番多い年は平成 15 年度の
65億４千８百万円でした。21年度末は
53億１千３百万円で、12億３千５百万
円の削減となりました。
③　財政調整基金の積立額（貯金）
　平成 12 年度は５億１千２百万円でし
た。しかし、国の「三位一体の改革」に
よる国庫補助金や交付税の削減等による
歳入不足で、18 年度は３億１千７百万
円までなりましたが、歳出の抑制を行い
21 年度は６億７百万円と増加になりま
した。
※詳細については、左のページの別表
をご参照ください。

17 年度から 21 年度までの
具体的な取組事項

①　高森町中央出張所の廃止
　平成 17年 12月に廃止しました。
②　町立保育園の統合
　平成 19年４月に草部保育園・草部北部保育園・野尻保
育園及び河原へき地保育園を統合し高森東保育園を開園し
ました。
③　役場組織の再編（課の統廃合）
　平成 19 年３月に 11 課２局２出張所体制から６課２局
体制に再編しました。
④　職員の削減
　平成 12 年度は 103 人でした。21 年度末では 82 人と
なり、21人の減となりました。
⑤　総合計画、過疎計画登載事業の見直し
　総合計画を平成 21年３月策定しました。
　過疎計画を平成 22年 10月策定しました。
⑥　助成金、補助金、負担金の見直し
　補助金等に係る予算執行の適正化を図る目的に、高森町
補助金等交付規則を平成 17年 12月に制定しました。
⑦　民間委託への推進（指定管理者制度の活用）
　町直営で行っていた５つの施設について、下記のとおり
指定管理者に委託しました。
　高森温泉館　　　　　　　　　平成 18年４月委託
　奥阿蘇物産館・キャンプ場　　平成 18年４月委託
　高森町有機農業推進施設　　　平成 19年４月委託
　高森町観光交流センター　　　平成 20年４月委託
　奥阿蘇特産品加工場　　　　　平成 20年４月委託
⑧　スクールバスの民間委託化
　町職員等で行っていた、高森東小・中学校のスクールバ
スでの送迎を、平成 19年４月から民間に委託しました。
⑨　学校給食センターの統合・民間委託化検討
　調理業務の民間委託実施予定
⑩　その他
　産業観光館を南阿蘇鉄道に譲渡しました。（現在高森駅）
　芙蓉館を社会福祉協議会に譲渡しました。

　以上のように、行政・議会が一丸となって行財政改革に
取り組んで参りました。
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【用語解説等】
■地方交付税とは、市町村によって生じている税収入の格差を是正し、一定の行政水準を保つために国から交付され
　る交付金をいいます。
■繰越額は、複数の年度をかけて実施する事業がある時に行います。
■実質収支は、形式収支から繰越額を控除して求めます。これが最も重要な収支で、これが黒字の場合、黒字団体といい、
　赤字になると赤字団体といいます。
■単年度収支とは、当該年度の実質収支から前年度の実質収支を差し引いて求めます。
■実質単年度収支とは、実質的な債務の増加または貯蓄等債券の増加を捉えようという指標です。
■財政調整基金とは、大幅な税収減になったり、災害の発生等により思わぬ支出増加等に備え積立ているもの。
　家庭でいう貯金的なものです。
■臨時財政対策債は、平成１３年度から交付税の補填として認められた地方債です。これは後年度交付税措置されます。
■過疎対策事業債については、元利償還金の７０％、辺地対策事業債については、元利償還金の８０％
　が後年度交付税措置されます。
■一般公共事業債・義務教育施設整備事業債等についても、元利償還金については一定額について後年
　度交付税措置されます。

表 2　地方債現在高の推移

表１　財政状況の推移

12 年度 13 年度 15 年度 18 年度 21 年度
歳入額　　(A)  4,914,792 5,521,564 4,695,671 4,353,063 4,547,154

うち地方交付税額 2,507,662 2,379,979 2,038,779 1,939,902 2,078,654
歳出額　　(B) 4,797,384 5,367,579 4,585,824 4,299,123 4,446,526
(A) − (B)= (C) 117,408 153,985 109,847 53,940 100,628
繰越額　 (D) 8,575 26,227 34,111

実質収支
(C) − (D)= (E) 108,833 127,758 109,847 53,940 66,517

　単年度収支　(F) △ 28,053 18,925 26,759 88 17,239
積立金・積立額 (G) 194,511 342,978 320,370 88,953 226,487
積立金・取崩額 (H) 50,000 260,000 250,000 140,000 69,500
地方債繰上償還額 (I) 23,160 80,825 15,603

実質単年度収支
(F) ＋ (G) － (H) ＋ (I) 139,618 182,728 97,129 △ 50,959 189,829

財政調整基金年度末
現在高 512,920 595,898 594,913 317,280 607,589

12 年度 13 年度 15 年度 18 年度 21 年度
一般公共事業債 53,764 81,766 81,890 110,194 86,066
一般単独事業債 1,371,758 1,117,298 826,915 526,247 294,204

公営住宅建設事業債 526,975 588,364 685,455 604,271 461,592
義務教育施設整備事業債 396,438 536,976 635,985 641,305 502,433

辺地対策事業債 668,596 738,281 898,699 739,006 536,355
過疎対策事業債 2,537,692 2,420,596 2,282,419 1,990,564 1,454,176
臨時財政対策債 0 86,600 580,800 1,120,610 1,472,771

その他 552,863 577,656 556,219 552,207 505,921
計 6,108,086 6,147,537 6,548,382 6,284,404 5,313,518

資料：地方財政状況調査

（単位：千円）

（単位：千円）

今後においても健全な財政運営に努めます。

平成12年度から平成21年度まで（10年間）
の財政等の推移（抜粋）
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平成23年度

税の申告
　昨年１年間の総決算となる確定申告が間近となりました。
　贈与税の申告は２月１日（火）から、住民税と所得税の申告は
２月16日（水）からそれぞれ始まり、期限は３月15日（火）まで
となっています。また、個人事業者の消費税及び地方消費税の確定
申告と納付の期限は、3月31日（木）までです。

２月16日（水）〜３月15日（火）
◆
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

１�

．
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
高
森
町
に

住
所
の
あ
る
方
で
平
成
22
年
中
に
営
業
、

農
業
、そ
の
他
の
事
業
（
内
職
・
外
交
等
）、

不
動
産
、
配
当
、
年
金
、
生
命
保
険
等
の

所
得
が
あ
る
方

２�

．
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
高
森
町
に

住
所
の
あ
る
給
与
所
得
者
で
左
記
に
該
当

す
る
方

　

・
平
成
22
年
中
に
退
職
し
た
方

　

・�

日
雇
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
の
収

入
が
あ
る
方

　

・�

勤
務
先
等
か
ら
、
高
森
町
に
給
与
支
払

報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

　
　
（
勤
務
先
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

　

・�
２
箇
所
以
上
の
事
業
所
か
ら
給
与
の
支

払
を
受
け
て
い
る
方

　

・
給
与
所
得
以
外
に
所
得
の
あ
る
方

※�

所
得
税
の
確
定
申
告
で
は
、
給
与
所
得
以

外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
場
合
申
告
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
県
民
税
で
は
所

得
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

・�

給
与
所
得
の
み
で
、
医
療
費
控
除
等
を

受
け
る
方

３�

．
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
高
森
町
に

住
所
の
あ
る
公
的
年
金
所
得
者
で
左
記
に

該
当
す
る
方

　

・
公
的
年
金
以
外
に
所
得
の
あ
る
方

　

・�

公
的
年
金
等
の
み
の
方
で
、
高
森
町
に

公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
な
い
方
や
、
生
命
保
険
料
控
除
・
医

療
費
控
除
・
社
会
保
険
料
控
除
等
の
所

得
控
除
を
受
け
る
方

　

・�

公
的
年
金
等
の
み
の
74
歳
以
上
の
方
で
、

高
森
町
に
住
所
を
有
す
る
方
の
扶
養
に

入
っ
て
い
な
い
方

　

・�

遺
族
年
金
や
障
害
者
年
金
等
を
受
給
し

て
い
る
方

４�

．
平
成
23
年
１
月
２
日
以
降
高
森
町
に
転

入
し
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
保
険

の
資
格
を
取
得
さ
れ
た
方
で
前
市
町
村
に

お
い
て
申
告
を
し
て
い
な
い
方

５�

．
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
世
帯
主
た
る

方
が
町
外
に
単
身
赴
任
を
し
て
い
る
家
族

※�

た
だ
し
、
上
記
１
〜
３
で
平
成
22
年
分
の

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
に
提
出

さ
れ
た
方
は
、
町
県
民
税
の
申
告
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

◆
申
告
に
必
要
な
も
の

１
．
印
鑑

２�

．
源
泉
徴
収
票
（
源
泉
徴
収
票
の
な
い
方

は
収
入
金
額
を
証
明
で
き
る
も
の
）

３�

．
営
業
・
農
業
等
に
関
す
る
収
入
金
額（
出

荷
証
明
書
等
）・
必
要
経
費
等
の
わ
か
る

帳
簿
、
経
費
の
領
収
書

４�

．
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
・
農
業
者
年

金
・
保
険
税
）、
生
命
保
険
料
・
地
震
保

険
料
等
の
支
払
証
明
書
、
そ
の
他
控
除
に

必
要
な
領
収
書
等

５�

．
譲
渡
所
得
や
山
林
所
得
の
あ
る
方
は
契
約

書
や
公
共
事
業
用
資
産
の
買
取
証
明
書
等

６
．
牛
の
免
税
所
得
の
あ
る
方
は
売
却
証
明
書

　
（
証
明
書
が
な
い
場
合
、
課
税
対
象
と
な
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

◆
申
告
に
つ
い
て
お
願
い

　

申
告
は
、
自
主
申
告
が
基
本
で
す
。
収
支

内
訳
書
等
の
書
類
が
必
要
な
方
は
、
税
務
課

に
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

　

高
森
町
で
は
、
前
年
度
の
町
県
民
税
の
申

告
に
基
づ
き
、
申
告
の
案
内
書
と
、
申
告
に

必
要
な
収
支
内
訳
書
等
を
で
き
る
限
り
送
付

し
て
い
ま
す
。
収
支
内
訳
書
は
自
分
で
記
入

さ
れ
、
申
告
会
場
で
申
告
相
談
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
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■お問い合わせ先　　高森町役場税務課税務係　　℡６２−１１１１（内線１６４・１６５）
　　　　　　　　　　阿蘇税務署　　　　　　　　℡０９６７−２２−０５５１（代表）

〈申告受付日程〉

※�２月21日（月）・22日（火）・23日（水）は、高森総合センターで南九州税理士会阿蘇支部による所得税・消費税納
税相談を行います。所得税・消費税申告が必要な方は、この期間にご来場ください。

月日（曜日）
地区名及び受付時間

会　　　場
午前（９時〜11時） 午後（13時〜15時）

２月16日（水） 横町・下町（1 〜 8 組） 下町（9 〜 23 組）

高森総合センター

17日（木） 天神・旭通（1 〜 8 組） 旭通（9 〜 24 組）

18日（金） 上町・昭和（1 〜 8 組） 昭和（9 〜 31 組）

21日（月） 税
理
士
相
談
日

冬野・津留 上　　　　在

22日（火） 森 村　　　　山

23日（水） 相談日に来場できなかった方

24日（木） 尾下 2・河原 2 河　　原　　1 河原総合センター

25日（金） 尾下 1・野尻 2 野　　尻　　1
朋　　遊　　館

28日（月） 津　　留　　2 津　　留　　1

３月  １日（火） 矢　津　田 中 旧ＪＡ北部支所

2日（水） 草部（社倉以外） 草部（社倉）

草部総合センター
3日（木） 芹口（中村・芹口・中間・古畑・馬場・牛神）下切・芹口（男原・柿迫・菅の迫）

4日（金） 永　野　原 菅　　　　山

7日（月） 相談日に来場できなかった方

8日（火） 山　　　　鳥 戸　　　　狩

高森総合センター

9日（水） 井　　　　上 中　　　　園

10日（木） 小　倉　原 西　　　　丁

11日（金） 中原・前原 洗川・大村

14日（月） 相談日に来場できなかった方

15日（火） 申告書等整理日
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■お問い合わせ先　高森町役場建設課住宅係　℡６２−１１１１（内線145）

平成23年度

町営住宅 補充入居者募集
町営住宅は現在のところ全戸入居の状態で空室がありませんが、
明け渡しがあった場合に備えて補充入居者を募集します。

住宅の種類
①公営住宅（低所得者層向け）　②高齢者・障害者向け住宅（平屋・バリアフリー住宅）
③特定公共賃貸住宅（中堅所得者層向け）　④貸付住宅（所得制限なし）

基本的な入居資格及び条件
①本人または同居者が暴力団でない方　②同居者、または同居しようとする親族がいる方　
③本人及び同居者の合計所得月額（政令月収）が基準額以下の方　
④現に住宅に困っていることが明らかな方　⑤本町に住所または勤務場所を有する方。
　または１ヶ月以内に住所または勤務場所を有することとなる方　
⑥税金等の滞納がない方　⑦政令で定めた収入を超えていないこと

入居申し込み期間及び場所
期間：1月 12日（水）〜２月 25日（金）（土・日・祝日を除く午前８時 30分〜午後５時 15分）
場所：高森町役場建設課住宅係

申し込み方法
　申し込み期間内に町営住宅入居申込書に記入し、必要書類を添えて提出してください。申込書には住
宅に困っている事情を調査する項目がありますので、申込書の記入は必ず申込者本人が行ってください。

申し込みに必要なもの
①印かん　②入居予定者の平成 21年１月から 12月までの所得を確認できる書類（源泉徴収票の写し・
役場発行の所得証明書など）　③住民票の写し（世帯全員分）　※外国人にあっては外国人登録証明書
④保有資産の有無を確認できる書類（役場発行の資産証明書など）　
⑤入居予定者に障害者がいる場合は障害者手帳　
⑥寡婦・寡夫世帯については、そのことが証明できる書類（戸籍謄本など）

選考方法
　公営住宅及び高齢者・障害者向け住宅については、高森町営住宅条例第 10条及び高森町営住宅条例施
行規則で定める判定基準に基づき町営住宅入居審査会の審査を受け、団地ごとに補充入居順位を決定し
ます。特定公共賃貸住宅及び貸付住宅については、公開抽選により補充入居順位を決定します。平成 23
年度中に町営住宅の明け渡しがあったときは、その順位に基づき入居者を決定します。

その他
①今回の申し込みは平成 23年度中のみ有効です。
②犬・猫などは飼育できません。
③町営住宅の駐車場は基本的に１世帯につき１台です。
④前年度に申し込みをされた方も再度申し込みが必要です。
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　住民の皆さんが福祉関係のさまざまな問題で困ったときに力強い味方になってくれるの
が、民生・児童委員の皆さんです。民生・児童委員は、地域住民の福祉向上のために、昭
和23年に制定された民生委員法に基づき、厚生労働大臣が委嘱する民間の奉仕者で児童
福祉法による児童委員も兼ねています。
　民生委員は、援助を必要とする方の生活状態の把握、相談・助言活動、情報の提供と援
助のほか、役場や社会福祉協議会など関係機関への協力などを行っていただきます。

３年間よろしくお願いします

■お問い合わせ先　高森町役場住民福祉課福祉係　℡６２－１１１１（内線122・123）

民生・児童委員（敬称略） 担当地区
田上トヨ子（高森・村山） 村　山
中川　　堅（高森・上在） 上　在

甲斐　利子（高森・上町） 天神・上町

立山　信子（高森・旭通） 旭通A

田上スエ子（高森・旭通） 旭通B

今村キワ子（高森・昭和） 昭和A

桐原ミヤ子（高森・昭和） 昭和B

中村　静子（高森・下町） 下町A

桐原かな子（高森・下町） 下町B

嶋田　耕一（高森・横町） 横　町

佐藤ヤス子（高森・冬野） 冬野・津留

岩下　雅文（高森・森） 森

勝木　千敏（上色見・大村） 洗川・大村・東中原

楢木野孝一（上色見・西中原） 西中原・前原

山諸　仁昭（色見・山鳥） 戸狩・井上・山鳥

民生・児童委員（敬称略） 担当地区
安方小百合（色見・中園） 小倉原・中園・西丁
二子石清廣（草部・木郷） 草　部

芹口トキ子（芹口・芹口） 芹　口

後藤カチ子（菅山・水湛） 菅　山

伊藤モトエ（永野原・永野原） 永野原

甲斐　初子（下切・大切畑） 下　切

二子石恵美子（中・峰の宿） 中

本多小代子（矢津田・赤羽根） 矢津田

甲斐　康利（津留・宮園） 津　留

栗燒ケサユ（野尻・水上） 野　尻

鶴林かず子（尾下・大畑） 尾　下

岩下　京子（河原・黒岩） 河　原

片山　桂子（高森・下町） 主任児童委員

甲斐かつよ（津留・永野） 主任児童委員

新しい民生・児童委員が決まりました
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⃝入学祝 ･卒業祝

⃝お祭りへの
　寄附や差入れ

⃝落成式 ･
　開店祝の
　花輪

⃝病気見舞い

⃝秘書等が代理で
　出席する場合の
　葬式の香典

⃝町内会の集会や催物への
　寸志や飲食物の差入れ

⃝お歳暮やお年賀

⃝葬式の花輪 ･供花

⃝秘書等が代理で
　出席する
　場合の結婚祝

⃝地域の運動会や
　スポーツ大会へ
　の飲食物の差入れ

「
明
る
い
選
挙
」
と
は
？

　
「
明
る
い
選
挙
」
と
は
、
有
権
者
が
主
権

者
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
進
ん
で
投
票
に

参
加
し
、
選
挙
が
公
明
か
つ
適
正
に
行
わ
れ
、

私
た
ち
の
意
思
が
正
し
く
政
治
に
反
映
さ
れ

る
選
挙
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
進

め
る
た
め
の
行
政
と
民
間
が
一
体
と
な
っ
た

運
動
を
「
明
る
い
選
挙
推
進
運
動
」
と
い
い

ま
す
。

　

こ
の
運
動
の
目
的
は
①
選
挙
違
反
の
な
い

き
れ
い
な
選
挙
を
行
な
う
こ
と
、
②
有
権
者

が
こ
ぞ
っ
て
投
票
に
参
加
す
る
こ
と
、
③
有

権
者
が
普
段
か
ら
政
治
と
選
挙
に
関
心
を
も

ち
、
候
補
者
の
人
物
や
政
見
、
政
党
の
政
策

な
ど
を
見
る
眼
を
養
う
こ
と
で
す
。
特
定
の

政
党
や
候
補
者
を
支
持
し
た
り
、
反
対
し
た

り
す
る
政
治
活
動
や
選
挙
運
動
と
は
、
は
っ

き
り
区
別
さ
れ
ま
す
。 

高
森
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

政治家の寄附は禁止。有権者が求めることも禁止。
政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈ることは、法律で禁止されています。
違反すると、処罰されます。また、有権者が寄附を求めることも禁止されています。
下記のようなものも該当します。
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。 

Ｑ　将来、自分の判断能力が衰えたときに備えて、
だれかに将来のことを任せておきたいと思いま
す。どのような方法がありますか。

法律問題Ｑ＆Ａ　― 任意後見 ―

Ａ　一つの方法として、信頼できる方との間で任
意後見契約を結んでおくことが考えられます。
　　任意後見契約とは、ご本人の判断能力が衰え
たときに備えて、信頼できる方に任意後見人と
なってもらうことを依頼しておくものです。こ
の契約は、必ず公正証書によって行わなければ
なりません（公正証書の作成は、公証役場で公
証人によって行われます）。任意後見契約では、
ご本人の判断能力が低下した後、どのような行
為について委任をするのか明確に取り決めてお
く必要があります。例えば、病気になった場合
の入通院手続や治療費等の支払い、そのための
預金の引き出しや解約について委任しておきた
いときは、「医療契約の締結及び医療費の支払」
「その支払いに充てるための銀行預金の出金、解

約」などを委任の内容としておくことが考えら
れます。
　　ご本人の判断能力が衰えた場合、ご本人や一
定範囲の親族、または任意後見契約の相手方（任
意後見受任者）の申立により、家庭裁判所が任
意後見監督人を選任し、このときから任意後見
受任者は任意後見人としての職務を始めること
になります。

　　　　　　　　　　　　法テラス高森法律事務所

『阿蘇ゆるっと博』
が開催されます

～ 2011年３月12 日から～
　九州新幹線の全線開業に合わせ、阿蘇くじゅう
の９市町村が一体となって取り組む「阿蘇ゆるっと
博」が 2011年３月12日から１年間開催されます。
これは、阿蘇の各地を博覧会場に見立てて観光客
に公共交通機関で巡ってもらい、観光名所や祭り、
もてなしなどを楽しんでもらう試みです。
　現在、本町も「高森商店街」、「らくだ山山麓」、「根
子岳山麓」、「奥阿蘇高原」の４つのパビリオン（地
域）に分け、エコツーリズムやグリーンツーリズム、
タウンツーリズムなど地域や集落でのツーリズム機
能の充実を図り、滞在交流型の地域づくりを推進
しています。
　そこで皆さんがお勧めしたいコンテンツ（散策
コースや名所など何でも結構です）がございまし
たら、高森町観光協会までお知らせください。

■お問い合わせ先
　高森町観光協会事務局　℡６２- ２２３３
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NEWS

高
森
町
の

　
あ
れ

　
　
こ
れ

▼講演会のあとには現地視察も行われました

高森・竹田・高千穂地域鳥獣害防止広域対策協議会
三地区合同現地視察検討会・講演会を開催
　11月 17 日、高森・竹田・高千穂地域鳥獣害防止広域対策協議会の主催によ
り草部総合センターで「三地区合同現地視察検討会・講演会」が開催されました。
講演会では「シカを知ろう」と題し、東海大学教授の岡本智伸先生が講演。これは、
高森町・竹田市・高千穂町が合同で、有害鳥獣についての正しい知識を身につけ、
鳥獣被害を寄せ付けない地域づくりの推進に役立てることを目的に開催された
ものです。

南阿蘇青年農業者クラブ連絡協議会
家族経営協定締結式
　11 月 25 日、役場庁舎内で「家族経営協定締結式」が
行われました。これは、南阿蘇青年農業者クラブ連絡協
議会の主催で、高森町と南阿蘇村の農家６戸が出席。経
営方針や労働時間、休日についての取り決めに家族全員
で署名、調印した後、町長が立会人として署名しました。
その後、各農家が「法人化に向けて頑張りたい」と抱負
を述べていました。

▲締結者から抱負があり、藤本町長から祝辞が贈られました

高森中央小学校４年生
ふるさとの棚田を描こう スケッチ大会
　11 月 16 日、津留地区の棚田で高森中央小学校４年生
41名が「ふるさとの棚田を描こうスケッチ大会」に参加
しました。これは、高森町林地区棚田保全管理組合が子ど
もたちの情操を豊かにすることを目的として開催された
ものです。スケッチ大会のあとには、豚汁とおにぎりと
ゆで玉子が振る舞われました。児童たちは「豚汁おいしい」
と笑顔があふれていました。

▼スケッチに夢中になる児童
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▲県内各地より約500人が参加し、熱戦を繰り広げました

日本養心流空手道演武大会
稽古の成果を披露
　11 月 21 日、高森中央小学校体育館で「日本養心流空
手道演武大会」が行われました。これは、同空手道連盟
熊本支部が年 1回開いているもので 28回目。大会では、
級や段別に約 30人が形を披露。板割りや瓦割りなども行
われ、観客は選手たちが繰り出す鋭い突きや蹴りに拍手
を送っていました。

高森町少年柔道大会
１０回目を記念し柔道教室を開催
　11月 21 日、高森中学校体育館で高森町少年柔道大会
が開催されました。今回は、第 10回を記念して前日に熊
本県警察学校教官東祐治先生を招き、柔道教室を開催し
ました。大会の結果は次のとおりです（敬称略）。個人戦
３人抜き（１・２年生は２人抜き）１年女子の部／佐藤
朱音、２年男子の部／田上知歩、５年男子の部／桐原航太、
６年女子の部／三森沙恵・荒牧真歩美

▲最高齢70歳までが所属する日本養心流空手道連盟熊本支部

高森東小学校
日頃の学習成果を発表
　12月４日、高森東小学校体育館で「学習発表会」が行
われました。これは、学習内容を深めたり、表現力を高
めることを目的として、地域の方々の前で童話発表や人
権作文発表、全校合唱を行いました。発表会の前には、地
域の方と一緒に「そば打ち」をしてみんなでおいしいそ
ばを笑顔で会食しました。

高森東中学校
中学生たちの劇に園児も大喜び
　11月 22日、高森東中学校の生徒 16名が高森保育園で
自分たちで作った劇を園児たちの前で披露しました。こ
れは、総合的な学習の一環として行われたもので「ボカ
シレンジャー」と「野菜レンジャー」の２つの劇を演じ
ました。中学生のユニークな演技やカラフルな衣装に園
児たちは大喜びの様子でした。

▼中学生のユニークな演技に園児たちも大喜び

▼各演題とも一生懸命に発表をしていました
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NEWS

高
森
町
の

　
あ
れ

　
　
こ
れ

▼高森町役場前をスタートする1区の選手たち

阿蘇郡市町村対抗駅伝大会
市町村代表選手がタスキをつなぐ
　11月 21 日に「阿蘇郡市町村対抗駅伝大会」が高森町役場前をスタート、阿
蘇市役所前をゴールとする14区間45.8㌔で行われました。各市町村から7チー
ムが参加。本町チームは前半２位、後半７位で総合３位という結果でした。阿
蘇市が総合優勝を飾りました。

▼写真左「高森保育園」、写真右上「高森東保育園」、写真右下「色見保育園」

町内保育園おゆうぎ会
かわいらしい演技に惜しみない拍手
　町内各地の保育園で「おゆうぎ会」が開催されました。12月１日に高森
東保育園、12月４日には高森保育園と色見保育園でおこなわれました。各
園とも未満児から年長児までが出演し趣向を凝らした歌や踊りなどの演目
を披露。園児たちのかわいらしく微笑ましい演技に会場から惜しみない拍
手が送られていました。
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▲写真右が高森寮施設長・手島清士さん

クリスマスおはなし会
絵本で心温まる１日
　12月４日、観光交流センターで「クリスマスおはなし
会」が開かれました。これは、おはなしとらいあんぐる
がはじめたもので、今回で４回目。絵本の読み聞かせや
大型紙芝居、パネルシアター、ハンドベル演奏などを発表。
また、高森高校生も初めて参加し開場を盛り上げました。
小学生や保護者約 80名の参加者は、心に語りかける話に
聞き入っていました。

立正福祉会　高森寮
赤い羽根共同募金へ寄附
　11月 22日、「赤い羽根ミニバレーボール大会」が行わ
れ、開会式の中で高森寮（施設長・手島清士さん）から
赤い羽根共同募金へ10万円の寄附をされました。これは、
10月に行われたふれあいフェスタでのリサイクルバザー
の売上金を寄附されたものです。地域の方々へ感謝の意
味も込め、少しでも地域のためになればという思いから
寄附されたものです。

▲約80名の親子連れが集まり会場は大賑わいでした

郷土料理教室
だご汁といなりずし作りに挑戦
　12月15日、朋遊館で「郷土料理教室」が開催されました。
これは、野尻・草部地区の方々の協力のもとに行われた
もので、高森東小学校５・６年生 16名が参加。はじめて
作るだご汁といなりずしに最初はとまどった様子でした
が、やさしく指導をうけながら上手に調理していました。
その後、自分たちで作った料理をみんなでおいしくいた
だきました。

JA 九州沖縄地区青年大会
荒牧さんが最優秀賞を受賞
　11月 25 日と 26 日、ホテル日航熊本で「JA九州沖縄
地区青年大会」が開催されました。九州沖縄地区農協青
年組織連絡協議会の主催で部員約 500 人が参加。熊本県
代表として JA阿蘇青壮年部高森支部の荒牧光博さん（上
色見・前原）が組織活動実績発表に出場し、最優秀賞に
輝きました。荒牧さんは２月に開かれる JA全国青年大会
に出場します。

▼ JA阿蘇青壮年部高森支部のみなさん

▼だご汁の生地づくりの指導を受ける児童たち
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も
し
も
の
と
き
の
た
め
の

応
急
処
置
法

耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の

フ
ァ
ッ
ク
ス
１
１
０
番
・
メ
ー
ル
１
１
０
番

確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談
は

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー「
０
」番
へ

　

お
正
月
も
過
ぎ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
お
餅
を
食
べ
る
機
会
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
今
回
は
、
も
し
も
の
と
き
の
た
め
の
応
急
処
置
法
を
紹
介
し
ま
す
。

・
の
ど
に
物
が
詰
ま
っ
た
と
き
の
応
急
手
当

　
①
傷
病
者
に
「
喉
が
詰
ま
っ
た
の
？
」
と
た
ず
ね
、
声
が
出
せ
ず
う
な
ず
く
よ

う
で
あ
れ
ば
窒
息
と
判
断
し
、
直
ち
に
行
動
を
お
こ
し
て
下
さ
い
。
傷
病
者

が
咳
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
咳
を
で
き
る
だ
け
続
け
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。（
咳
は
異
物
除
去
に
も
っ
と
も
効
果
的
で
す
）

・
そ
れ
で
も
詰
ま
り
が
と
れ
な
い
場
合

　
②
反
応
（
意
識
）
が
あ
る
場
合

　
　
背
部
叩
打
法
（
成
人
）

　
　

・
体
を
自
分
の
方
へ
向
け
る

　
　

・
手
の
ひ
ら
で
肩
甲
骨
の
間
を
力
強
く
何
度
も
連
続
し
て
叩
く

　
　

・
そ
の
後
異
物
が
出
て
い
な
い
か
口
の
中
を
確
認

　
　

※
座
っ
て
い
る
と
き
や
、
立
っ
て
い
る
時
に
も
有
効
で
す

　
　
腹
部
突
き
上
げ
法
（
ハ
イ
ム
リ
ッ
ク
法
）

　
　

・
腕
を
後
ろ
か
ら
抱
え
る
よ
う
に
回
す

　
　

・�

片
手
で
握
り
こ
ぶ
し
を
作
り
、
そ
の
親
指
側
を
心
窩
部
（
み
ぞ
お
ち
）
に
あ
て
る

　
　

・�

そ
の
上
を
も
う
一
方
の
手
で
握
り
、
す
ば
や
く
手
前
上
方
に
向
か
っ
て

圧
迫
す
る
よ
う
に
突
き
上
げ
る

　
　
背
部
叩
打
法
（
乳
児
）

　
　
意
識
が
あ
る
場
合

　
　
・
赤
ち
ゃ
ん
を
ひ
ざ
の
上
に
顔
が
下
に
な
る
よ
う
に
う
つ
ぶ
せ
に
ね
か
せ
る
。

　
　
・
赤
ち
ゃ
ん
の
足
の
間
か
ら
あ
な
た
の
腕
を
も
ぐ
ら
せ
て
あ
ご
を
つ
か
む
。

　
　

・�

手
の
平
の
付
け
根
で
、
背
中
の
真
ん
中
を
異
物
が
取
れ
る
か
反
応
が
な

く
な
る
ま
で
強
く
た
た
き
ま
す
。

　
　

※
乳
児
・
新
生
児
に
対
し
ハ
イ
ム
リ
ッ
ク
法
は
行
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

・
今
ま
で
は
呼
び
か
け
て
み
て
反
応
が
あ
る
場
合
の
処
置
の
仕
方
で
し
た

が
、
反
応
（
意
識
）
が
な
い
場
合
は
…

　
①
反
応
が
な
い
場
合
、
も
し
く
は
応
急
手
当
中
に
ぐ
っ
た
り
し
て
反
応
が
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
直
ち
に
通
常
の
心
配
蘇
生
法
（
人
工
呼
吸
と
胸
骨
圧
迫
）
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　
②
心
肺
蘇
生
を
行
っ
て
い
る
途
中
で
、
口
の
中
に
異
物
が
見
え
た
と
き
は
、

そ
の
異
物
を
取
り
除
い
て
下
さ
い
。

　

※�

異
物
を
探
す
の
に
時
間
を
か
け
る
事
は
せ
ず
、
見
え
な
け
れ
ば
す
ぐ
に
心
肺
蘇
生
を
行
っ
て
下
さ
い
。

以
上
が
も
の
が
の
ど
に
詰
ま
っ
た
場
合
の
対
処
法
で
す
。

そ
れ
で
は
本
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！

　

こ
の
「
メ
ー
ル
１
１
０
番
」
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
通
信
可
能
な
携
帯
電
話
を
持

っ
た
障
が
い
者
の
方
が
自
宅
や
外
出
先
等
で
事
件
・
事
故
に
遭
わ
れ
、
又
は

目
撃
さ
れ
た
場
合
等
に
警
察
に
通
報
す
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
で
す
。

１　
通
報
要
領

　
⑴
フ
ァ
ッ
ク
ス
１
１
０
番

　
　

Ａ
４
版
の
用
紙
に
左
記
２
記
載
の
通
報
内
容
を
記
載
し
、

　
　

左
記
電
話
番
号
に
送
信
す
る
。

　
　

０
９
６-

３
８
２-

２
１
１
０

　
⑵
メ
ー
ル
１
１
０
番

　
　
ア　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　

�kum
am

oto-police110@deluxe.ocn.ne.jp

　
　
イ　
メ
ー
ル
１
１
０
番
の
か
け
方

　
　

○�

携
帯
電
話
（
メ
ー
ル
送
信
可
能
）
で
通
報
メ
ー
ル
を
作
成
し
、
右

記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信
し
ま
す
。

　
　

○�

メ
ー
ル
が
熊
本
県
警
察
本
部
通
信
指
令
課
に
着
信
し
、
１
１
０
番

受
理
を
行
い
ま
す
。

　
　

○�
１
１
０
番
を
受
理
す
る
と
、
警
察
官
が
受
理
し
た
旨
の
返
信
メ
ー

ル
を
送
信
し
ま
す
。

　
　

○�
通
報
内
容
に
よ
り
、
現
場
に
パ
ト
カ
ー
等
を
派
遣
し
警
察
措
置
を

行
い
ま
す
。

２　
通
報
内
容

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
に
は
、
次
の
こ
と
を
記
載
・
入
力
し
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

　

①　

事
案
名
（
交
通
事
故
、
盗
難
な
ど
）

　

②　

発
生
場
所
（
目
標
と
な
る
施
設
、
建
物
、
バ
ス
停
な
ど
）

　

③　

発
生
時
間
（
た
っ
た
今
、
５
分
位
前
な
ど
）

　

④　

犯
人
の
人
数
、
服
装
、
逃
走
方
向
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
な
ど

　

⑤　

あ
な
た
の
住
所
、
通
報
場
所
、
氏
名
、
ケ
ガ
の
有
無
な
ど

３　
注
意
事
項

　

☆
ご
使
用
の
電
話
代
は
、
有
料
と
な
り
ま
す
。

　

☆�

メ
ー
ル
は
、
必
ず
受
信
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
受
理
で
き
た
ら

必
ず
返
信
を
し
ま
す
の
で
、
自
分
の
メ
ー
ル
が
届
い
た
か
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

☆�

事
前
に
ご
自
分
の
携
帯
電
話
に
「
メ
ー
ル
１
１
０
番
」
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
登
録
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。

南
部
分
署

税
情
報

高
森
警
察
署

消
防

な
ん
で
も

知
っ
て
お
き
た
い

こちら

です!

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
南
部
分
署　
　

℡
６
２-

９
０
３
４

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
森
警
察
署　

℡
６
２-

０
１
１
０

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
税
務
署　
　
　

℡
０
９
６
７-

２
２-

０
５
５
１

　

熊
本
国
税
局
で
は
１
月
20
日
（
木
）
か
ら
３
月
15
日

（
火
）
の
期
間
、
「
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
、
所
得
税
、
消
費
税
及
び
贈
与
税
の
確
定
申
告
に

関
す
る
ご
相
談
等
に
電
話
で
お
答
え
し
て
お
り
ま
す
。

　

阿
蘇
税
務
署
の
代
表
電
話
に
お
か
け
い
た
だ
く
と
、
自
動

音
声
案
内
に
よ
り
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
「
０
番
」
を
選
択

し
、
用
件
を
お
話
く
だ
さ
い
。
申
告
会
場
や
受
付
時
間
な
ど

の
問
い
合
わ
せ
に
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
、
申
告
書
の
記
載
方

法
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
に
は
、
電
話
を
転
送
さ
れ
た
職
員
等

が
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
電
話
が
つ
な
が
り
に
く

い
場
合
や
少
々
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
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じんけん

人権

女じ
ょ

性せ
い

の
人じ

ん

権け
ん

～
男だん
女じょの
役やく
割わりを
決き
め
つ
け
て
い
ま
せ
ん
か
？
～

あ
る
日ひ
の
出で
来き
事ごと　
～
「
拓たく
也や
君くんの
お
母かあ
さ
ん
」
～

　

先せ
ん

週し
ゅ
うお

隣と
な
り

に
引ひ

っ
越こ

し
て
き
た
拓た

く

也や

く
ん
は
、
パ
パ
と
マ
マ
と
３
人に

ん

暮ぐ

ら
し
。ぼ
く
と
は
も
う
す
っ
か
り
仲な

か

良よ

し
な
ん
だ
。「
拓た

く

也や

く
ん
の
お
う
ち
、

お
仕し

事ご
と

は
な
ぁ
に
？
」
と
マ
マ
。「
消

し
ょ
う

防ぼ
う

士し

だ
よ
。
す
っ
ご
く
か
っ
こ
い

い
か
ら
、
拓た

く

也や

く
ん
も
お
お
き
く
な
っ
た
ら
消

し
ょ
う

防ぼ
う

士し

に
な
る
ん
だ
っ
て
。」

「
へ
ぇ
、
素す

敵て
き

ね
ぇ
。」

　

次
の
日
、
ぼ
く
の
マ
マ
と
拓た

く

也や

く
ん

の
マ
マ
が
立た

ち
話ば

な
し

を
し
て
い
る
。「
ご

主し
ゅ

人じ
ん

は
消

し
ょ
う

防ぼ
う

の
お
仕し

事ご
と

を
？
」「
い
い

え
、
わ
た
し
な
ん
で
す
よ
。」
マ
マ
の

目め

は
ま
ん
ま
る
！
そ
う
か
、
マ
マ
は
拓た

く

也や

く
ん
の
パ
パ
が
消

し
ょ
う

防ぼ
う

士し

だ
と
思お

も

っ
て

た
ん
だ
！

　

拓た
く

也や

く
ん
は
い
つ
も
か
っ
こ
い
い
お

母か
あ

さ
ん
の
自じ

慢ま
ん

を
し
て
る
。
だ
か
ら
、

ぼ
く
は
マ
マ
に
聞き

か
れ
て
答こ

た

え
た
ん
だ
！

　
「
男だ

ん

性せ
い

の
職

し
ょ
く

場ば

だ
と
思お

も

わ
れ
が
ち
で
す
け
ど
、
女じ

ょ

性せ
い

の
消

し
ょ
う

防ぼ
う

士し

も
い
る

ん
で
す
よ
。
夫お

っ
と
は
料

り
ょ
う

理り

が
得と

く

意い

だ
か
ら
、
夜や

勤き
ん

の
日ひ

も
心し

ん

配ぱ
い

し
な
く
て
い

い
し
。」
ビ
ッ
ク
リ
顔が

お

だ
っ
た
マ
マ
も
、
だ
ん
だ
ん
ニ
ッ
コ
リ
顔が

お

。
ぜ
ひ

今こ
ん

度ど

ご
ち
そ
う
に
な
り
た
い
わ
、
な
ん
て
調

ち
ょ
う

子し

が
い
い
よ
ね
。

熊く
ま

本も
と

人じ
ん

権け
ん

セ
ン
タ
ー
情

じ
ょ
う

報ほ
う

誌し　

コ
ッ
コ
ロ
通つ

う

信し
ん

の
中な

か

よ
り

国民年金だより

住じ
ゅ
う

民み
ん

福ふ
く

祉し

課か　

人じ
ん

権け
ん

同ど
う

和わ

啓け
い

発は
つ

係か
か
り

こんなときに届出が必要です
　国民年金は、日本に住む 20歳以上 60歳未満のすべての人
が加入しなければなりません。届出は加入する時だけでなく、
被保険者種別が変わったときにも必要です。もし、届出され
なかった場合、年金額が少なくなったり受け取れない場合も
ありますので、必ず届出をしましょう。

■お問い合わせ先　住民福祉課住民係　℡６２−１１１１（内線１２９）

届出が必要なとき 異動の内容 持参するもの

20歳になったとき

（厚生年金や共済年金加入者を除く）
第１号被保険者となります。 印　　鑑

退職したとき

（厚生年金や共済年金加入者の場合）

第２号被保険者から第１号被保険者に

なります。（第３号被保険者に該当す

る場合を除く）

印　　鑑

年金手帳

配偶者に扶養されていたが、配偶者

が厚生年金、共済年金を辞めたとき

第３号被保険者から

第１号被保険者へ

印　　鑑

年金手帳
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Tow
n Inform

ant Report

高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報
　

今
年
10
月
15
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
開
催

さ
れ
る
、
第
24
回
全
国
健
康
福
祉
祭
く
ま
も

と
大
会
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
１
（
ふ

れ
愛
）
熊
本
」
は
、
60
歳
以
上
の
高
齢
者
の

方
を
中
心
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
祭
典

で
す
。
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
が
参
加
で
き
る
、

生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
し
ま
す
。

　

60
歳
以
上
の
方
の
み
で
結
成
し
た
広
報
サ

ポ
ー
タ
ー
「
か
せ
し
ょ
う
隊
」
が
皆
様
の
と

こ
ろ
に
お
伺
い
し
て
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に

つ
い
て
お
話
す
る
運
動
な
ど
も
は
じ
め
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
大
会
の
楽
し
さ
や
熊
本

の
魅
力
を
発
信
中
の
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
、
ぜ
ひ
、
御
覧
下
さ
い
。

○
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.nenrinpic2

011.jp

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
１

　
熊
本
実
行
委
員
会
事
務
局

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
０
１
１

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
数
十
年
前
の
仕
事

で
も
発
症
し
ま
す
。

○
も
う
一
度
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い

　

過
去
に
石
綿
を
取
り
扱
う
仕
事
を
し
て
い

た
こ
と
か
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
は
、
過
去
に
仕
事
で
石
綿
を
吸
い
込

ん
だ
可
能
性
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

○
今
、
お
体
は
大
丈
夫
で
す
か

　

息
切
れ
、
せ
き
、
胸
が
苦
し
い
等
の
症
状

が
出
て
い
ま
せ
ん
か
。

※
石
綿
に
よ
る
疾
病
で
は
、
呼
吸
器
系
の
症

状
が
よ
く
現
れ
ま
す
。

　

中
皮
腫
、
肺
が
ん
等
の
病
気
で
療
養
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
か
。

※
石
綿
を
吸
い
込
ん
だ
方
に
発
症
す
る
こ
と

の
あ
る
病
気
で
す
。

○
ご
家
族
な
ど
で
…

　

中
皮
腫
、
肺
が
ん
等
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

は
い
ま
せ
ん
か
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、

労
災
保
険
給
付
又
は
特
別
遺
族
給
付
金
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
特
別
遺
族
給
付
金
の
請
求
期
限
は
、
平
成

24
年
３
月
27
日
ま
で
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
０
９
６-

３
６
２-

７
１
０
０

石
綿
に
よ
る
疾
病
に
気
づ
い
て

い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す

今
年
は
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

２
０
１
１
熊
本
」
の
開
催
年
で
す

入札結果（500万円以上）　　
工　事　名 契約金額（円） 工　　　期 請　負　者

西丁・角河原線道路整備工事 11,550,000円 平成22年12月6日～
平成23年3月25日 （株）岩下りんどう園

南片山線道路整備工事 14,269,500円 平成22年12月6日～
平成23年3月25日 （有）古澤建設

村山１号線道路整備工事 21,903,000円 平成22年12月6日～
平成23年3月25日 （株）草村道路建設工業

社倉・水迫線道路整備工事 17,356,500円 平成22年12月6日～
平成23年3月25日 （有 )佐藤建設

円福寺・坊ヶ平線道路整備工事 6,090,000円 平成22年12月6日～
平成23年3月3日 （有）谷川土木

森・林線道路整備工事 11,676,000円 平成22年12月6日～
平成23年3月25日 （有）古寺工務店

根子岳観光線道路整備工事（１） 19,845,000円 平成22年12月6日～
平成23年3月25日 （資）石原建設

根子岳観光線道路整備工事（２） 21,504,000円
平成22年12月6日～

平成23年3月25日
（有）後藤建設

根子岳観光線道路整備工事（３） 54,600,000円
平成22年12月10日～

平成23年3月25日
（株）草村企業

色見環状線道路整備工事 23,310,000円
平成22年12月6日～

平成23年3月25日
（株）高梢

（入札日 平成22年11月30日）

▲ＡＳＯ坊健太くん
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県
内
で
屋
外
広
告
業
を
営
む
場
合
、県
（
熊

本
市
内
は
熊
本
市
）
へ
の
登
録
が
義
務
づ
け

ら
れ
、
営
業
所
に
は
「
業
務
主
任
者
（
講
習

会
修
了
者
な
ど
）」
を
置
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
屋
外
広
告
業
従
事
者
で
ま
だ
受
講
し
た

こ
と
が
な
い
方
は
、
積
極
的
に
受
講
し
ま

し
ょ
う
。

○
講
習
科
目　

①
広
告
物
に
関
す
る
法
令　

②
広
告
物
の
表
示
方
法　

③
広
告
物
の
施

工
○
会
場　
県
庁
本
館
10
階
１
０
０
１
会
議
室

○
申
込
方
法　

１
月
12
日
（
水
）
ま
で
に
申

込
書
（
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
可
能
）

を
提
出

○
受
講
料　
２
，
２
０
０
円

■
お
問
い
合
せ
先

　

熊
本
県
都
市
計
画
課
景
観
公
園
室

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
５
２
４

○
日
時　

２
月
20
日
（
日
）
午
前
９
時
観
光

交
流
セ
ン
タ
ー
集
合

○
コ
ー
ス　
６
区
間
（
高
森
市
街
地
２
周
回

コ
ー
ス
）
７
・
４
㎞

○
チ
ー
ム
編
成　

一
般
の
部
、小
学
校
の
部
、

中
学
校
・
高
校
の
部

○
チ
ー
ム
人
員　

監
督
１
名
・
選
手
６
名

○
参
加
料　

１
チ
ー
ム
一
，
〇
〇
〇
円
（
申

込
時
納
入
）

○
申
込
締
切　
２
月
９
日
（
水
）

※
表
彰
は
一
般
の
部
、
小
学
生
男
子
の
部
、

小
学
生
女
子
の
部
、中
学
高
校
男
子
の
部
、

中
学
高
校
女
子
の
部
と
し
、
全
チ
ー
ム
に

参
加
賞
を
進
呈
し
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
森
町
体
育
協
会（
高
森
町
教
育
委
員
会
内
）

　

℡
６
２- 

０
２
２
７

「
屋
外
広
告
物
講
習
会
」
を

開
催
し
ま
す

　

町
で
は
、
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
、
保

護
者
が
町
内
に
居
住
す
る
「
高
校
生
」
及
び

「
大
学
生
」
を
対
象
に
、
奨
学
資
金
貸
し
付

け
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
希
望
者
は
、
３
月

25
日
（
金
）
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
森
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

　

℡
６
２- 

０
２
２
７

　平成 22 年「秋の叙勲」受章者が発表されました。
公務や公共的な業務に長年従事して功労があった方に
授与される瑞宝章を、町内からお２人が受章されまし
た。受章されたお２人に心からお慶び申し上げます。

　社会のさまざまな分野で顕著な功績を挙げた方に授
与される旭日單光章を故宇藤茂吉さんと故後藤幸充さ
んが受章されました。12 月６日には、町長室におい
て伝達式が行われ、ご遺族の宇藤仁さんと後藤嘉津子
さんが出席され受章の喜びを藤本町長とともに祝いま
した。

平成22年
「秋の叙勲」受章者

第
32
回
高
森
町
交
通
安
全
宣
言

駅
伝
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

奨
学
生
募
集

瑞寶雙光章
岩下　潔さん

（高森・旭通）

故 宇藤　茂吉さん（色見・西丁）
（ご遺族・宇藤 仁さん）

（ご遺族・後藤 嘉津子さん）

瑞寶單光章
鶴林　豊成さん

（尾下・大畑）

故 後藤　幸充さん（高森・横町）

旭日單光章
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待
ち
に
待
っ
た
九
州
新
幹
線
が
、
い
よ
い

よ
２
０
１
１
年
3
月
12
日
に
全
線
開
業
し
ま

す
。
開
業
日
当
日
は
、
開
業
を
記
念
し
て
熊

本
駅
、
新
玉
名
駅
、
新
八
代
駅
に
お
い
て
出

発
式
・
開
業
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
出
発
式
で
発
車
号
令
を
行
っ
て
い
た

だ
く
「
一
日
駅
長
さ
ん
」
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
期
限　

平
成
23
年
1
月
31
日

　

※
当
日
消
印
有
効

○
募
集
人
数　

各
駅
1
～
3
名
を
予
定

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決

定
い
た
し
ま
す
。

○
応
募
資
格　

以
下
の
条
件
を
全
て
満
た
す

方　

①
県
内
在
住　

②
５
歳
～
12
歳
（
平

成
23
年
3
月
31
日
現
在
）　

③
お
名
前
が

「
つ
ば
め
」「
さ
く
ら
」「
み
ず
ほ
」
と 

読

む
方
（
男
女
不
問
）　

④
開
業
日
当
日
の

午
前
5
時
に
各
駅
に 

来
場
可
能
な
方
（
保

護
者
同
伴
）

※
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
の
午
後
１
時
～

４
時
は
弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。（
要
予
約
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
熊
本

　

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
６-

３
２
４-

８
７
４
０

　

国
土
交
通
省
で
は
、
迅
速
な
リ
コ
ー
ル

の
実
施
や
リ
コ
ー
ル
隠
し
等
の
防
止
の
た

め
、「
自
動
車
不
具
合
情
報
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
を
通
じ
て
、
皆
様
の
お
車
に
発
生
し

た
不
具
合
情
報
を
収
集
し
て
お
り
ま
す
。

お
車
に
不
具
合
が
発
生
し
た
際
に
は
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
平
日
・
日
中
）

　

０
１
２
０-

７
４
４-

９
６
０

○
自
動
音
声
（
年
中
無
休･

24
時
間
）

　

０
３-

３
５
８
０-

４
４
３
４

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
受
付

　

w
w

w
.m

lit.go.jp/R
J/

一
日
駅
長
さ
ん
大
募
集

お
名
前
が 
つ
ば
め
・
さ
く
ら
・

み
ず
ほ
ち
ゃ
ん
大
募
集
！

○
応
募
期
間　

平
成
23
年
１
月
31
日
（
月
）

　

※
当
日
消
印
有
効

○
応
募
方
法　

①
施
設
名
称　

施
設
名
称
・

氏
名
・
性
別
・
年
齢
（
学
年
）・
郵
便
番
号
・

住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
し
、
左
記
あ
て

へ
郵
送　

②
デ
ザ
イ
ン
画　

作
品
の
裏
に

氏
名
・
性
別
・
年
齢
（
学
年
）・
郵
便
番
号
・

住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
し
左
記
あ
て
へ

郵
送

○
副
賞
・
発
表　

厳
選
な
る
選
考
の
上　

①
施
設
名
称
部
門　

大
賞
１
点
（
５
，

０
０
０
円　

図
書
カ
ー
ド
）　

②
看
板

デ
ザ
イ
ン
画
部
門　

大
賞
１
点　
（
５
，

０
０
０
円　

図
書
カ
ー
ド
）、
連
絡
後
、

開
所
式
に
て
表
彰
及
び
副
賞
授
与
。

○
宛
先　

〒
８
６
９-

２
３
０
１

　

阿
蘇
市
内
牧
２
０
５
番
地

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
蘇
き
ぼ
う
の
家

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
き
ぼ
う
の
家

　

℡
０
９
６
７-

３
２-

５
９
２
２

　
E-m

ale　

asokibounoie@abelia.ocn.ne.jp
○
期
日　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

○
時
間　

午
前
９
時
～
正
午

午
後
１
時
～
５
時

○
場
所　

熊
本
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー
（
熊
本
市
辛
島
町
）

自
動
車
事
故
無
料
相
談

自
動
車
の
不
具
合
情
報
を

お
寄
せ
下
さ
い

○
一
日
駅
長
さ
ん
の
お
仕
事　

一
番
列
車
の

発
車
号
令 

○
新
幹
線
試
乗
会
へ
ご
招
待　

一
日
駅
長
さ

ん
に
選
ば
れ
た
方
に
は
、
平
成
23
年
２
月

13
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る
新
幹
線
試
乗
会

へ
ご
招
待
い
た
し
ま
す
。（
２
名
１
組
）

○
応
募
方
法　
ハ
ガ
キ
に
①
お
子
さ
ま
の
氏

名
・
年
齢　

②
保
護
者
氏
名　

③
住
所　

④

電
話
番
号
を
明
記
の
上
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
新
幹
線
建
設
促
進
期
成
会
事
務
局

　

熊
本
県
交
通
対
策
総
室　

　

新
幹
線
・
並
行
在
来
線
対
策
室

　

〒
８
６
２-
８
５
７
０

　

熊
本
市
水
前
寺
６
丁
目
18-

１

　

℡
０
９
６-

３
３
３-
２
１
６
７

　

阿
蘇
地
域
の
皆
さ
ま
に
「
あ
た
た
か
く
」

「
楽
し
く
」「
元
気
」
に
な
れ
る
よ
う
な
障
が

い
者
施
設
の
「
名
称
」
と
「
看
板
」
の
デ
ザ

イ
ン
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
作
品　

①
施
設
名
称
：
ハ
ガ
キ
で
応

募　

②
自
作
の
デ
ザ
イ
ン
（
末
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
）
用
紙
は
Ａ
４
サ
イ
ズ　

手
法
・
画
材
は
自
由　

※
お
一
人
何
点
で

も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

○
募
集
資
格　

阿
蘇
郡
市
に
お
住
ま
い
の
方

Tow
n Inform

ant Report

高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報
障
が
い
施
設
の
名
称
と
看
板
デ

ザ
イ
ン
画
を
募
集
し
ま
す
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歌
詠
み

●
●
睦
月

肥
後
狂
句
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

俳
　
　
句
（
梅
香
苑
句
会
）

俳
　
　
句
（
デ
イ
セ
ン
タ
ー
句
会
）

柿
熟
れ
て　

鳥
の
あ
つ
ま
る　

木
と
な
り
て

七
五
三　

晴
れ
着
姿
に　

笑
み
う
か
べ

七
五
三　

親
子
共
　々

晴
れ
姿

小
春
日
や　

車
椅
子
に
て　

う
と
う
と
と

落
葉
掃
き　

老
ひ
に
は
余
る　

一
仕
事

秋
晴
れ
や　

錦
に
彩
づ
く　

阿
蘇
五
岳

秋
の
花　

皆
で
持
ち
寄
り　

活
け
愛
で
る

紅
葉
は　

世
界
一
な
り　

阿
蘇
の
山

戸
を
開
け
て　

四
方
眺
む
る　

夕
紅
葉

大
霜
に　

染
ま
る
ひ
ま
な
く　

散
る
木
の
葉

だ
っ
て
好
き　

望
う
で
苦
労
す
る
つ
も
り

近
頃
は　

猫
に
ま
で
服
着
せ
と
ら
す

婆
さ
ん
や　

孫
は
可
愛
か
も
ん
じ
ゃ
ね
ぇ

指
定
席　

テ
レ
ビ
の
見
ゆ
る
席
は
媽

ぶ
ら
り
旅　

や
っ
ぱ
日
本
の
秋
は
良
ェ

ぶ
ら
り
旅　

捜
索
願
い
出
さ
れ
と
る

指
定
席　

事
業
仕
分
け
で
ふ
っ
飛と

ん
だ

ぶ
ら
り
旅　

何
か
良イ

い
事
あ
り
そ
う
で

ぶ
ら
り
旅　

地
名
の
ル
ー
ツ
探
し
よ
る

近
頃
は　

正
月
下
駄
も
語
り
草

岡
本　

琴
司

桐
原　

白
酔

森
川
そ
よ
子

藤
本　

無
心

馬
原　

馬
笑

後
藤　

信
子

佐
藤
多
可
雄

松
山
キ
ヨ
子

後
藤　

愛
子

浦
塚　

南
天

甲
斐　

利
治

三
森
ミ
ツ
ヲ

古
木
ヒ
デ
子

三
井　

久
子

工
藤　
　

連

中
原
ケ
サ
子

田
上
キ
ミ
ヨ

三
森　
　

明

除
田
ウ
ミ
オ

小
糸　

ヤ
ヨ

　

小
国
町
・
南
小
国
町
・
南
阿
蘇
村
の
３
町

村
に
お
け
る
滞
納
者
宅
か
ら
差
押
え
た
動
産

類
（
約
１
０
０
点
以
上
）
の
合
同
公
売
会
を

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
期
日　

平
成
23
年
１
月
29
日
（
土
）

　

午
前
９
時
開
場

　

第
１
回
入
札　

午
前
９
時
30
分
か
ら

　

※
そ
の
後
、
随
時
入
札
を
行
い
ま
す
。

○
場
所　

南
阿
蘇
村
「
久
木
野
総
合
セ
ン

タ
ー
」
多
目
的
研
修
室
※
場
所
は
南
阿
蘇

村
役
場
久
木
野
庁
舎
下
に
位
置
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

南
阿
蘇
村
役
場
税
務
課

　

℡
０
９
６
７-

６
２-

９
１
８
１

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
の
放
送
講
座
を
視

聴
し
な
が
ら
自
宅
で
学
習
し
、
レ
ポ
ー
ト
を

提
出
。
登
校
す
る
の
は
、
月
平
均
２
回
の
ス

ク
ー
リ
ン
グ
。
前
に
在
籍
し
た
高
校
で
修
得

し
た
単
位
は
認
め
ら
れ
、
２
年
、
３
年
へ
の

編
入
・
転
入
も
で
き
ま
す
。
だ
か
ら
意
欲
さ

え
あ
れ
ば
、
高
校
へ
行
か
な
か
っ
た
人
も
、

途
中
で
辞
め
て
し
ま
っ
た
人
も
、
何
歳
に

な
っ
て
も
、
仕
事
を
し
な
が
ら
で
も
学
べ
、

３
年
間
で
卒
業
が
可
能
で
す
。

○
入
学
時
必
要
学
費　
１
２
２
，
２
０
０
円

　
（
入
学
金
＋
半
年
分
の
授
業
料
）

※
高
校
就
学
支
援
金
の
受
給
が
可
能
で
す
。

○
出
願
受
付
期
間　
２
月
21
日
～
３
月
30
日

　

詳
細
は
熊
本
校
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
６
２-

０
９
７
０

　

熊
本
市
渡
鹿
９-

１-

１

　

℡
０
９
６-

３
８
３-

７
３
３
０

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.bosei.tokai.ed.jp

　

健
康
問
題
を
24
時
間
、

日
替
わ
り
で
お
送
り
し
ま
す
。

○
１
月
の
週
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

月
曜
日　
加
齢
黄
斑
変
性
症
と
は

火
曜
日　
高
齢
者
の
肺
炎

水
曜
日　
こ
む
ら
が
え
り（
か
ら
す
ま
が
り
）

木
曜
日　
不
正
咬
合
に
よ
る
疾
病
と
そ
の

　
　
　
　

予
防
に
つ
い
て

金
曜
日　
漢
方
医
か
ら
見
た
体
を
温
め
る

　
　
　
　

食
べ
物

土
・
日
曜
日　
な
ぜ
中
学
生
な
の
か
？

　
　
　
　
　
　

子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン

℡
０
９
６-

３
８
５-

３ミ
ミ
ツ
ー
ワ

３
０
０

モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

第
３
回
合
同
公
売
会

通
信
制
高
校　
生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

東
海
大
学
付
属
望
星
高
等
学
校
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健康講座
H e a l t h y  c o u r s e

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら

子
ど
も
と
家
族
を
守
ろ
う
！

　インフルエンザは誰もがかかる可能性がありますが、
小さなお子さんや高齢又は基礎疾患のある方は、重症化
しやすいため、特に注意が必要です。

◦
次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合
は

す
ぐ
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
【
子
ど
も
の
症
状
】

　

・
呼
吸
が
速
く
、
息
苦
し
そ
う

　

・
顔
色
が
悪
い

　

・
吐
い
た
り
下
痢
が
続
い
て
い
る

　

・
遊
ば
な
い
、
反
応
が
鈍
い
、

　
　

落
ち
着
き
が
な
い

　

・
症
状
が
長
引
い
て

　
　

悪
化
し
て
き
た

　
【
大
人
の
症
状
】

　

・
息
苦
し
い
、
息
切
れ

　

・
胸
の
痛
み
が
続
い
て
い
る

　

・
吐
い
た
り
下
痢
が
続
い
て
い
る

　

・
３
日
以
上
発
熱
が
続
い
て
い
る

　

・
症
状
が
長
引
い
て

　
　

悪
化
し
て
き
た

◦
発
熱
や
咳
な
ど
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

様
の
症
状
で
受
診
す
る
時
の
注
意

・
電
話
で
受
診
先
に
連
絡
し
、
受
診

時
間
や
注
意
事
項
な
ど
指
示
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

・
受
診
時
は
ま
わ
り
の
人
へ
の
感
染

予
防
の
た
め
、
マ
ス
ク
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

・
受
診
す
る
医
療
機
関
が
分
か
ら
な

い
時
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
総
合

相
談
窓
口
に
ご
相
談
下
さ
い
。

◦
相
談
窓
口

　

阿
蘇
保
健
所

　
℡  
０
９
６
７-

３
２-

０
５
３
５

　
F
A
X  
０
９
６
７
-３
２
-０
５
３
６

　
熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課

　
℡  

０
９
６-
３
３
３-

２
２
４
０

　
F
A
X  

０
９
６
-３
８
７
-０
１
６
７

◦
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

◦
夜
間
に
お
け
る
お
子
様
の
急
な
病

気
に
は
、
熊
本
県
小
児
救
急
電
話

相
談
を
ご
利
用
下
さ
い
。

　

プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話

　
℡  

♯
８
０
０
０

　
ダ
イ
ヤ
ル
回
線

　
℡  

０
９
６-

３
６
４-

９
９
９
９

◦
相
談
時
間

　

毎
日
午
後
７
時
～
午
前
０
時

パート２

23
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●町社会福祉協議会へ（敬称略）
［香典返し］
後藤八州子　　　谷川　信子
加藤　五雄　　　村下　美彦
本田ケサ子　　　中原　武幸
石川　　隆　　　吉原　光生
山室　智穂　　　安在　健男
林　　定男
［一般寄付］
ひまわり会
●広報寄付料（敬称略）
野尻　逸司（熊本市御領）
林　　裕文（東京都府中市）
林　　敬昌（熊本市国府）
梅崎貴美子（大阪府柏原市）

休日在宅医
◎診療は午前9時から午後5時まで

1月16日 平 田 医 院 ℡ 62-0216

1月23日 のむら内科クリニック ℡ 096-292-2250

1月30日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡ 68-0111

2月  6日 寺㟢内科胃腸科クリニック ℡ 62-0378

2月11日 南郷谷整形外科医院 ℡ 62-3351

2月13日 渡 邊 内 科 ℡ 67-1777

■1月16日～ 2月13日分

23 Public Information

2010 年 11 月受付分（敬称略）

愛の
ご寄付

CONTRIBUTION

T a k a m o r i  C a l e n d a r
高森カレンダー

1月16日～2月15日

おくやみ
もうし

あげます

［ 住 所 ］
高　森・横　町
高　森・横　町
高　森・冬　野
色　見・山　鳥
矢津田・赤羽根
色　見・井　上
高　森・上　在
高　森・村　山
高　森・冬　野
高　森・　森　
高　森・村　山
高　森・旭　通
菅　山・栃　原
高　森・昭　和

［ 死 亡 者 ］
河﨑　啓藏
堀　　泰憲
谷川　ツエ
工藤今朝明
本田　富美
住吉シズ子
下田ヨネ子
後藤　テル
加藤美惠子
後藤ツワ子
村下　エミ
中原富士子
甲斐　正一
本田　　結

［年齢］
59
88
90
61
47
91
88
94
84
89
89
76
54
93

［ 御 遺 族 ］
河﨑たみ子
堀　　 キ ワ
谷川　信子
工藤美穗子
本田　憲昭
住吉　畩光
下 田　　 勝
後藤八州子
加藤　五雄
岩下　光春
村下　美彦
中原　武幸
甲斐　利子
本田ケサ子

●1月17日（月）

　役場支払日

●1月20日（木）

　よい歯の教室（高森総合センター）／13:00～16:00

●1月25日（火）

　役場支払日

●1月26日（水）

　マタニティ料理教室（高森総合センター）

　／9:30～14:00

●1月28日（金）

　年金相談（高森総合センター）／10:00～15:00

●2月2日（水）

　法律相談、土地・建物相談（芙蓉館）／13:00～15:00

●2月4日（金）

　６か月児相談（高森総合センター）／9:30～16:00

　３か月児健康診断（高森総合センター）

　／9:30～16:00

●2月7日（月）

　役場支払日

●2月8日（火）

　身体障がい者相談（芙蓉館）／9:00～12:00

●2月15日（火）

　役場支払日

平成 22 年 11 月 30 日現在

の
人
口

人口／ 7,172 人（− 7）
男性／ 3,449 人（＋ 4）
女性／ 3,723 人（− 11）
世帯／ 2,782 戸（− 3）

編 集 後 記
An editorial postscript

▶新年あけましておめでとうございます。本年も広報たか
もりをよろしくお願いします。▶今年の干支（えと）は「卯

（うさぎ）」。ウサギは、その穏やかな様子から「家内安全」、
跳躍する姿からは「飛躍」を表すそうです。本年も皆さま
にとりまして一層の飛躍の年となりますように。
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【クリスマスツリー出展者】（順不同）
熊本県赤十字血液センター、ＪＡ熊本厚生連、泰明電機株式会社、ゆたか学園、スミスエージェ
ント、株式会社スペック、青山製作所熊本工場、色見保育園、グループホームあそ和楽、阿蘇立
野病院、南阿蘇訪問介護事業企業組合、高森東中学校、そば処慶恩、高森保育園、山見茶屋、湧
水館、熊本県ユースホステル協会、阿蘇農業協同組合高森中央支所、南阿蘇鉄道株式会社、伊
澤製作所熊本工場、高森田楽村、高森町商工会、特別養護老人ホーム梅香苑、高森町観光協会、
福永測量設計、高森東保育園、熊本県信用組合高森支店、安方工務店、デイリーヤマザキ阿蘇高
森店、岩本自動車、豆塚ライオンズ、ＪＴ　ＲＯＣＫＥＴＳ、阿蘇森林組合高森支所、たかもり
花高原「やま康」、高森温泉館、立正福祉会高森寮、高森町社会福祉協議会、高森町役場産業観
光課、高森ドンキーズ、熊本日日新聞高森販売店、高森東小学校、高森幼稚園、高森石油合名会
社、平田医院、ＦＣ　ＺＮＰＳ、田楽奥阿蘇、すこやか子育ての集い、休暇村南阿蘇、Ａ＆Ｓ、
ブーメラン根子岳

ご協力ありがとうございました。

高森湧水トンネル

クリスマス
ファンタジー

　11月21日から12月31日まで、高森湧水トンネル公
園で「クリスマスファンタジー」が開催されまし
た。全国でも珍しい冬の風物詩として、毎年開催して
おり今年で８回目。
　トンネル内には、50基のクリスマスツリーが展示さ
れ、訪れた人たちは時がたつのを忘れ、青や赤にキラ
キラ輝くツリーと流れる水路が作り出す幻想的な光の
世界を楽しんでいました。また、12月23日には子ど
もたちによるかわいらしい「ハンドベル演奏」も行わ
れました。

幻想的な光のトンネル
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